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松戸のみどり再発見ツアー35 報告 

「千駄堀の秘境めぐりと初詣」 

藤田 隆 

   

                
 
                              No.5１ 
 

 

都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動テーマは「みどり」、とくに
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
代   表 ：川上将夫   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

 

ふりかえり風景！ 

！ 

 １月 10 日（日）、松飾りが取れたものの正月気分が幾

分残り、明日は鏡開きという寒中に参加者 54 名（スタ

ッフ・会員 11 名、計 65 名）が集まった。風もなく陽

だまりを求めれば穏やかに過ごせる散策日より。八柱駅

から千駄堀を目指した。 

なま街道を渡る際、家並の先に見える緑のかたまりが

千駄堀の緑になっている。家々の間を抜け、坂をおりる

と「松戸にも坂があるね」と声が聞こえる。北総台地の

端が江戸川に向かって谷津が入り組んでいるため、坂は

生活道路になっている。ほどなく千駄堀湧水に到着した。

松戸運動公園の裏手で隣には松戸第六中学校がある。 

鯉が悠々と泳ぐ湧水は保全活動団体に守られ、いつ訪

れても清掃が行き届いているようだ。水路の先は坂川に

つながっている。「あったかい」と湧水に触れてみた感

想を参加者が漏らしていた。 
 

 遊水池の東側には千駄堀の森が広がっている。奥まっ

た森に吸い込まれそうになりながら、昼なお暗い森に入

った。森自体は５分もあれば縦断できそうだが、住宅地

の隣にあるということに驚きを感じた。波型トタンで囲

われた土地にはゴミが散乱していた。道路を挟んで「し

んやまの森」は、遊歩道が整備され、傾斜を上がると明

るい広場が広がり、イヌシデ、クヌギ、コナラ、中心に

はヤマザクラがどの木よりも高くそびえていた。森の整

備はゴミ処理から始まったとの説明にため息交じりの

驚きの声が聞こえた。 

 「しんやまの森」はボランティア養成講座の５期生で

スタートした「松戸里やま応援団里山Ⅴ千駄堀」が所有

者と話し合って維持保全活動をしている。明るい森にな

って出てきた植物もあったようだ。奥深い森が続いて

300 メートルほど北側に寄った「芋の作の森」も見学し

た。森の所有者は隣家に住まい、夏になるとヤマユリが

一面に咲く森を再現しようと「松戸里やま応援団八輝の

会」の皆さんが活動している。間伐された森は全体が見

通せて森の広さが感じられた。足元に広がるドングリを

拾って「ドングリかしら？」との問いかけにカシ類、シ

イ類とドングリの種類をいくつか挙げて「みんなドング

リです」と説明する声が聞こえた。 
 

 森を抜けて千駄堀民芸館に立ち寄り、古民具などを見

学し、香取神社、円能寺にお詣りした。初詣を終えて、

坂を下ると「21 世紀の森と広場」が目の前に広がった。

公園南口近くの史跡として指定されている安蒜家長屋

門を公園側から見学した。 
 

公園に入ると昼食後、パークセンター研修室でふりか

えりを行った。参加者から「松戸市が森を買い取ってみ

どりを残しては」との意見があり、松戸市担当者から矢

切の斜面林と幸谷（関さんの森）を特別緑地保全地区と

して指定したとの説明があった。 
 

参加者のアンケートではみどりを保存してほしいと

の意見が大勢を

占めた。市民の

手で管理するボ

ランティアの存

在を初めて知っ

たとの意見も見

られた。 
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みんなでつくろう！ 

いきものマップ 

相澤 章仁 

    

『いきものマップ』についての記事を書くよ

う仰せつかりました、千葉大学の相澤と申し

ます。私は以前から根木内歴史公園を始めと

した松戸近隣の市民活動に参加しておりま

すが、2015 年の年末あたりから表題の『い

きものマップ』なるものをみなさんにご協力

いただきながら作成しております。今回はそ

の内容紹介に紙面を割いていただけるとの

ことで、はりきって書かせていただきます。 

 まず、今回なぜそのようなマップを作製し

ようと思いついたかということですが、事の

始まりは東京農工大学の研究員の方から『東

京近郊でタヌキの溜め糞*1 がある場所を知

らないか？』とのご連絡をいただいたことか

らでした。『そういえば昔囲いやまで溜め糞

を見たことがあるな、、、松戸の市民団体にいろいろ聞い

てみると面白そうだぞ！』と思い立ち『どうせならタヌ

キの溜め糞だけでなく、欲張って色々な種類についても

聞いてみたらどうだろう？』と考えたのでした。 

 ある場所に『タヌキの溜め糞があるか、ないか』『カ

ブトムシの成虫がいるか、いないか』といったことをひ

たすら聞いていくことになるのですが、こうした情報収

集はシンプルですが、協力者を探すのが大変だという側

面もあります。しかしここは『みどりの市民力』を基本

理念に掲げる松戸市だけあって、里山ボランティアのみ

なさんはじめ、各市民団体の方々にいくつかの種類につ

いて自分の活動場所での目撃情報などを聞くことで、情

報を集めることができました。 

現代の技術の発展は素晴らしく、こうして集めた情報

は手軽に地図上に表すことができます。コンピューター

を多少使い慣れている人ならば、google map のマイマッ

プという機能を使ってすぐにオリジナルの地図を作る

ことができ、更にはインターネットを使ってその地図を

複数の人で共有することができるのです。 

 こうしてできたのが右上の地図です。ここではタヌキ

の溜め糞が有るか無いかを示しました。赤の●は溜め糞

が有る場所、青の●は溜め糞が無い場所、薄い緑の●は

溜め糞を昔見たことがあるが、現在はない場所を示して

います。こうして見ると、タヌキの溜め糞は市川との市

境や、21 世紀の森と広場周辺に多く見られるように感

じます。 

こうした地図を作製していくと、いろいろないきもの

が松戸市のどのような場所に存在しているのか、広く分

布しているのか、狭い範囲にいるのか、などといったこ

とが一目でわかるようになります。また他の市でも同じ

ような地図があれば、他と比べて松戸の自然はどのよう

な特徴があるのか？といったこともわかるようになり

ます。このような情報は、地域の生物多様性*2 について

の重要な情報となるでしょう。 

もちろん、今回示した溜め糞マップでは、そもそも調

査対象とした場所が偏っているので、この傾向がそのま

まタヌキの分布を表しているとは言えません。ですので、

こうした情報をより有用なものにしていくには、このよ

うな情報を得る地点を少しずつ増やしていくことが求

められます。 

生きもの情報をまとめるのがひとまずの目的ですが、

これをキッカケに市民団体のネットワーク、いきもの観

察のネットワークができれば良いなということも思い

描いております。近隣で活動している方々にこの話を広

げていっていただくのも大歓迎です。 
 

*1 タヌキは同じ場所に糞をすることで知られており、溜まった

糞は“溜め糞”と呼ばれています。 

*2 現在各自治体で生物多様性地域戦略というものの策定が進ん

でいます。生物多様性を守るには“市区町村レベル”で地域の自

然を調べ、守り、活かしていく方法を考えることが重要となって

くるからです。松戸市でも生物多様性地域戦略を策定することが

現在環境審議会などで検討されているようです。 
 

この記事に関する質問がある方、マップ作りに参加した

いという方がおりましたら 

相澤（akihitoaizawa@gmail.com）までご連絡下さい。 

mailto:akihitoaizawa@gmail.com
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12月18日しんやまの森には大勢の里山ボランティア

たちが集まった。 

7 年前「里山の整備活動をするだけで松戸の森は守れ

るのだろうか・・・？とりあえず勉強会をやろう！」と

言うことで始まったステップアップ講座。内容は①技術

のステップアップ②里やまや自然を知る③法と行政の

3 本柱。  

他の森や活動を知るコトはとても良い参考になるだ

ろうということで実施してきた「森の活動発表」は今回

で 4 回目だ。この森には近所の八柱幼稚園から園児が来

て楽しく遊んだり自然体験したりしており、園長先生の

お話も聞けるとのことで、楽しみに参加した。 

 

大石代表の挨拶の最後に、全員で手を前に降り出して

「無事故で行こう、ヨシ！」と、里やまⅤの活動の前に

必ず行っている安全確認を一緒に行った。（写真）気持

ちが引き締まるし、効果があるはずだ。是非見習いたい。 

時間の都合で森の自然の観察は省略となったが、頂い

た資料は大変詳しく、しんやまの森は縄文時代には人が

暮らしていたコト、松戸では珍しいコナラ優占の森であ

るコトなど、興味深い内容が満載だ。整備活動の方向性

についてもページを割いており、じっくり読み込み活動

の参考にできたらいいと思った。 

 

 八柱幼稚園の暖房の効いた講堂をお借りして上映さ

れたＤＶＤでは、森での園児たちの輝く表情、会の歩み

や活動の様子が手に取るように分かった。 

しんやまの森では「活動哲学」で基本理念と活動方針

をかかげて活動しているそうだ。また、・地域に根差し

た活動（町会との連携、八柱幼稚園児の体験活動支援）・

記録を残す・所有者との連絡・安全に配慮（ヘルメット、

チャップス、安全ベルトなどの着用や安全講習への参

加）・他団体や学生のための機会の提供 などに留意し

ているとのこと。 

しかし、立派な整備方針があっても、実際に「この木

を切るか残すか」「この草を刈るか残すか」などの一つ

一つの作業にはそれぞれのヒトの想いに差があり、「何

年もかけてようやく大木に登っていったテイカカズラ

（大きく育ち花をつけるものは松戸では貴重）を残すよ

うにしていたはずだったのに、切られてしまった」とい

う事例は心に残った。 

会の全員に一つ一つの植物の保全の方針を徹底させ

ることは難しい事で、このようなことはよく起こる事だ

が、貴重な植物でも切るのは一瞬！「ボランティアが入

たから森の貴重なものが無くなった」ということのない

ように、自分の活動でも今後十分に気を付けていきたい

と思った。 

 

その後、八柱幼稚園の園長先生から 

・ このあたりの高台は昔から雑木林、松林、杉林な

どだった。広い森のあいだに少々の畑があった。 

・ 子どもの頃母に手を引かれ行き来した森の小道

は今でもそのままだ。 

・ よく整備された森で、安心して遊べて、おじいち

ゃんやおばあちゃん（ＤＶＤの中で自分たちを

おじさん
・ ・ ・ ・

おばさん
・ ・ ・ ・

と呼んでいたボランティアた

ちから苦笑発生）に優しくしてもらって、園内と

は違う素晴らしい体験をできて大感謝！ 

・ 皆さんは縄文時代から続く貴重な宝物を守る素

晴らしいお仕事をされています。 

・ 公園ができる時は反対が多かったが、松戸でこれ

だけの緑が残ったのは貴重なことだ。しかし、公

園の外側の森は今後が心配だ。 

など、あたたかい言葉と貴重なお話を伺うことができた。 

 

このような充実した講座が、ボランティアの自発的企画

で実施される松戸里やま応援団ってスゴイ！ 

スゴイおじいちゃんおばあちゃん
．．．．．．．．．．．．

達の力を合わせて、み

んなで、これからも活躍していきたいと思った。 

            「無事故で行こうー ヨシッ」 

八柱幼稚園講堂で園長先生からお話を伺う 

松戸里やま応援団ステップアップ講座  

里やまⅤ・千駄堀の活動発表 

渋谷 孝子  
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この通信の２ページに掲載の「みんなでつくろう 

いきものマップ」でも触れられていますが、現在各

自治体で生物多様性地域戦略の策定が進んでおり、

松戸市でもその準備がされているようです。 

この度、市民レベルでも自分たちでできることは

進めていこうと有志が集まり、検討会がスタートし

ました。 

まず地域の自然が一体どうなっているのかその

実態を調べることが重要ですが、「いきものマップ」

作りはその活動の一例です。この他「みどりと水辺

マップ」「外来生物マップ」等が候補に上がってい

ます。 

検討会は、緑のネットワーク・まつどの定例会開

催日に合わせ、原則毎月第２土曜日１７：００に開

催されますので、どうぞ奮ってご参加ください。ど

なたでも参加可能です。 

★松戸のみどり再発見ツアー37（観察学習会 53） 

「国分川に春を見つけ、秋山の森に遊ぶ」 
ヒバリ鳴く国分川とボランティアが活動する秋山の森をめぐり、水辺とみどりについて考えましょう。 

このツアーは５月開催「オープンフォレスト in松戸」のプレイベントとして行われます。 
 

４月 1０日(日)  ９：３０～１2：30（小雨実施）  参加費３００円（会員は 100 円)       

集合  JR 武蔵野線 東松戸駅 改札口 9：30 集合  持ち物 飲み物、帽子、雨具 

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）       その他 歩きやすい服装でどうぞ 

   

★松戸のみどり再発見ツアー38（観察学習会 54） 

 ｵｰﾌﾟﾝﾌｫﾚｽﾄﾂｱｰ「金ケ作・八ヶ崎のボランティアが活動する新緑の森をめぐる」 
５月２２日(日)  ９：３０～１2：30（雨天中止）  参加費３００円（会員は 100 円)       

集合  新京成線 常盤平駅 改札口 9：30 集合    持ち物 飲み物、帽子、雨具 

 

～しぜんのコラム 31～  

フユシャク(冬尺蛾)の交尾 
  

 夏の夜はホタル、秋の夜はコオロギ。では、冬の夜

は……フユシャクである。フユシャクは幼虫時代を

“尺取虫”として知られるシャクガ科の蛾のうち、冬

季（晩秋～早春）に成虫となり、交尾して産卵するも

ので、日本では３５種類が知られている。写真はウス

バフユシャクで、翅を持つオス(左側)と翅の無いメス

(右側)が交尾中であった。それにしても見事な枯葉色

で、もし落ち葉や樹皮の上だったら、きっと気がつか

なかったであろう。 
 

 
ウスバフユシャクの交尾  2015.2.06 関さんの森 

 
 ところで、フユシャクの交尾は、通常は日没後にお

こなわれる。冬の夜は、天敵である鳥やコウモリやク

モなどもいない、最も安全な季節・時間帯だからであ

る。これが昼間に見られたのは幸運であったが、全く

動かないのはつまらない。夜なら、翅の無いメスが木

に登り、尾端を上げてフェロモンを放出してオスを誘

う。そしてオスと出会う瞬間を見たいのであれば、懐

中電灯を片手に冬の夜の森を歩かなければいけない。 

  (山田純稔) 

 

緑のネットワーク・まつど 総会のお知らせ 

 

会員の皆様、さくらの便りが届く季節となりまし

たが、いかがお過ごしですか？ 

5 月 14 日（土）17：00 ～ 松戸市役所前まちづく

り交流室(通称テント小屋)にて、2016 年度総会を開

催いたします。事業報告・事業計画案、会計報告・

予算案など忌憚なく話し合い、次年度の計画を決め

たいと思います。皆様どうぞご出席ください。 

代表：川上将夫 

生物多様性地域戦略について   

検討始まる 

川上 将夫 
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ボランティアが活躍している森を一斉公開する「オープンフォレスト in松戸」 

森の文化祭は 5 月 6 日(金)～8 日(日)、森の公開は 5 月 14 日(土)～23 日(月)に開催されました。 

 

5 年目を迎えた今回も、各森のボランティア仲間で知恵と力を合わせ、地元企業や事業所の協賛、 

地権者さんの協力と行政の頼もしいバックアップをいただき、実施されました。 

期間中に森や会場を訪れた方は のべ２０２０人、受け入れにかかわったボランティアは のべ４６０人。 
 

市内に残された貴重なみどり・・・みどりの大切さ、素晴らしさを、肌で感じてもらえたことでしょう。 

                
 
                                 
 

 

都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動のテーマは、みどり特に
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.52 

代   表：川上将夫   

年会費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 
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実行委員会は昨年９月から動き始

めました。 

今年も柳井実行委員長（千葉大

学）と山下事務局長のリードで、行

動部会、広報部会、資金部会に分

かれ、力を合わせて頑張りました。 

草笛の演奏 

ガイドブックは 

コラムや写真・ 

イラストなど、 

里やまボラン 

ティアみんな 

のワザを集 

めて制作。 

 

4 月 29 日の「緑と花のフェスティバル」で

は、オープンフォレストの宣伝も兼ねて、恒

例の「みどりのスタンプラリー」に協力。 

 

 

 

 

多くの方に楽しく 

みどりと触れ合っ 

てもらいました。 

オープンフォレスト 

のチラシも配布 

しました。 

訪問者を待つ竹林 

お母さんも楽しそう 

森の公開日直前、 21世紀の森と広

場パークセンターにて、里やまボラ

ンティアの活動を紹介し、オープンフ

ォレストの宣伝をしました。森の作品

や写真の展示もあり、子どもたちは

手作りおもちゃで楽しく遊びました。 

森での活動を紹介 

散策路の整備 

木登りネットの準備 

作ってあそぼう！竹ブンブン 

丸太渡り 
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自然記録写真の展示 掲示版で森のことを知る 

秋山の森では Save The Greenとのコラボで森のヨガ 

受付の向こうに活動の紹介写真

～す 

整備することで貴重な

植物を守ることもでき

るのです。 

河
原
塚
古
墳
の
森
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

整
備
し
て
い
ま
す 

都市化の進んだ松戸市内において残された緑は、ヒートア

イランド防止効果がある他、小さな生き物や野鳥たちの生

きる場、人々の癒しの場として大変貴重な存在となってい

ます。普段は入れない個人所有の樹林地ですが、この日は

ボランティアが活動する森の中に入り、すがすがしい空気

を吸って、自然に触れて、楽しく遊んで・・・みどりの大

切さ、素晴らしさを、肌で感じてもらいました。  

ベビーカーで 

小さな訪問者たちも 

野ウサギがずっとこ

の森で生きていける

よう見守ります。 

家族で 

来ました。 
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森の先住者（ヘビ）もこんにちは！ 

中学校の中の古墳 

整然とした境界木 

斜面林下の道を行く 

駅で参加者をお出迎え 

最寄駅から森をつないでご案内するツアーも企画されました

5 月 15 日 河原塚古墳の森→紙敷石みやの森→紙敷みなみの森→わんぱくの森（市川市） 

5 月 17日 関さんの森→溜ノ上の森（雨で中止） 

5 月 21日 大野の森（市川市）→小浜屋敷の森 

5 月 22日 囲いやまの森→ホダシの森→八ヶ崎の森→21世紀の森と広場（5ページに関連記事アリ） 

恒例の田植え体験 

虫
探
し
に
夢
中 

東京からやって来た保育園児たち 

森のブランコは気持ちいい 

ロープスライダー モンキーブリッジ 

ロープで木登り 

小
さ
な
初
挑
戦 

竹ぽっくり 

竹馬体験 
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囲いやまの森～ホダシの森～八ヶ崎の森

              藤田 隆  

オープンフォレストの終盤 5 月 22 日（日）常盤平駅

には参加者 33 人が集合した。強い日差しが照り付ける

舗装道路を囲いやまの森へと向かう。森に近づくとウグ

イスの鳴き声が重なり、まるで待っていたかのように歓

迎してくれた。森に入るとひんやりと涼しい。街中の喧

騒をシャットアウトし、そばを通る車の排気音すら聞こ

えない。高原に招かれたように思っていたら、「まるで

軽井沢ね！」と同じ気分を感じている人、駅から歩いて

こられる距離に「こんな森がある」と感慨を深くする参

加者もいた。 

 広場には、ハンモッ

クに木登りネット、ブ

ランコと子どもたち

が喜びそうな遊具が

いろいろあった。さっ

そくこれに飛びつく

子どもたち。負けじと

木登りに興じる大人

もいた。囲やまは、倒木の危険がある樹木以外は残す方

向で管理されているため「鬱蒼とした森」という印象が

強い。しかし、そのせいで、コジュケイ、ウグイス、ホ

トトギス、コゲラなど、野鳥の声がこだまする生き生き

とした森となっている。 

囲いやまの森からホダシの森へと向かった。到着した

ホダシの森は周りから見ると狭く感じるが、森の中は走

り回れる十分な広さがある。割竹で編んだスタードーム

に客席がしつらえてあり、四季の会のメンバーが紙芝居

を上演してくれた。フナッシーの友達のホダッシーとホ

ダミちゃんが登場する紙芝居は、四季の会オリジナル。

都市の森が抱える課題も物語に織り込まれていた。この

森にもハンモックとブランコがあり、子どもも大人も交

代で楽しんでいた。 

お隣りのグループホームでトイレをお借りしたが、森

のスタッフが入居者と何やら話し込んでいる。お散歩か

ら帰った入居者にも声掛けし、グループホームのボラン

ティアもかって出ているようで微笑ましい。 

帰りに花の苗を分けていただき、お土産を手に八ヶ崎

の森へと向かった。 

ホダシの森から八ヶ崎の森へはアメリカフウの街路

樹を眺めながら県道を渡り住宅街を抜ける。住宅街には 

スポット的に森が残っている。住宅の庭木と所々にある

森が呼応するように落ち着いた雰囲気を醸し出し、緑の

多い街区が形成されている。マンション住まいの筆者に

はうらやましい。 

八ヶ崎の森では所有者の相続の問題、近隣住民からの

苦情などから森は縮小したが、裸地と化したのり面への

植樹などで独自に森の再生を行っている。オープンフォ

レストで訪れた親子がのこぎりで竹細工を作っていた。

森にはターザンロープがしつらえてあり、見つけた子ど

もの目がらんらんと輝いていた。植樹から伸び始めた森

を案内してもらった。 

八ヶ崎の森を抜け 21 世紀の森と広場の北口から木漏

れ日の射す光と風の広場を抜け池のほとりで解散した。 

ボランティアの皆さんが維持整備する森を 3 か所回っ

たが、鳥、生き物、植物とそれぞれの表情を見せて私た

ちを楽しませてく

れた。ホッとする癒

しの森の風景が、心

のどこかに落ち着

いてくれたように

思えた。 
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4 月 10 日、晴天に恵まれた東松戸駅に参加者 33 名が

集合した。駅ロータリーから国道をわたり、春日神社へ

向かう足取りは日を浴びて、飛び跳ねたくなるようなワ

クワクした高揚感に包まれた。足を早めるとジワッと汗

がにじむ。神社前には 32 段の急な階段があり、それを

登り切ると台地に神社が開けていた。境内にはイチョウ、

ケヤキ、イヌシデ、ヤブツバキがあった。この時期しか

見られないイヌシデの雄花と雌花、ケヤキの雄花と雌花

を解説すると、「花があるのね！」と珍しそうに観察し

ていた。 

春日神社から

県立松戸南高校

へ向かう道は、国

分川を挟んで斜

面林が眺望でき

た。両手を伸ばし

て見える範囲に

緑の木々が広が

り、梢から若芽が吹き出して、彩りを添え、陽光がきら

めいていた。 

国分川は想像していたより川幅が広く、土手の両側に

はソメイヨシノを中心としたサクラが 80 本植樹され、

川原にはナノハナの黄色とそれを囲むように若草のみ

どりのコントラストが見事だった。国分川に面する老人

保健施設洗心苑でトイレを借用し、川に戻るとカモ類が

水中に潜ってえさをとらえるしぐさが可愛らしく映っ

た。カルガモ、バン、オオバン、渡りが比較的遅いコガ

モが見られた。 

国分川を後にし、秋山の森を目指した。秋山の森はム

ラサキケマン、ウラシマソウ、タチツボスミレが咲き乱

れ、自然観察に加えて、森の色合わせ（森にある色と色

紙を合わせる）、森の宝探し（ふわふわ、とげとげ、珍

しいものなど 5 種類）などの自然遊びに興じてもらった。

珍しいハランの花を見つけた方もいて、ふりかえりは盛

り上がった。 

緑ネットからはオープンフォレストのお知らせをし

て、参加者は里山ボランティアの皆さんが掘りあげたタ

ケノコをお土産に分けてもらい、重くなった背中を気遣

いながら、満足そうに帰途についた。 

オープンフォレスト・プレ企画  

再発見ツアー37 

「国分川に春を見つけ、秋山の森に遊ぶ」 

藤田 隆  

   

★松戸のみどり再発見ツアー39（観察学習会 55） 

「矢切の斜面林からフジバカマの里へ」 

残された斜面林と知られざる旧坂川河口付近を歩き、みどりの大切さについて考えます。 
 

９月２５日(日)  ９：３０～１４：００（小雨実施）   参加費３００円（会員は 100 円)       

集合  北総線矢切駅 改札口 9：30 集合（現地解散）    持ち物 弁当、飲み物、雨具        

問い合せ  090 – 2935 – 9444（高橋）          その他 歩きやすい服装でどうぞ 

   

総会の報告と新年度のご挨拶 

                代表 川上 将夫 

皆さんこんにちは。5 月 14 日の総会で今年度の役員が

決まり、全員が再任、私も引き続き代表をつとめさせ

ていただくことになりました。 

緑のネットワーク・まつどは、年４回「松戸のみどり

再発見ツアー」を開催し、またこの 5月に行われた「オ

ープンフォレスト in 松戸」（約 2 千名の方々が森・文

化祭を訪問）にも参加しました。来年度に向けては、

協働事業提案制度の事業テーマ「松戸市の生物多様性

を測るための生き物調査事業」という新たな課題に、

里やま保全活動をされている方々や千葉大学園芸学部

などと連携しながら取組む予定です。わずかに残され

た大切な樹林を後世に残すため、私たちはこれからも

息の長い活動を続けてまいります。 




